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人員削減等の合理化および特別損失計上に関するお知らせ 
 

当社は、平成 22 年 10 月 22 日開催の取締役会において、下記の通り人員削減等の合理化を実施

することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．合理化を行う理由 
当社は、平成 23 年度（2012 年 3 月期）までの「中期経営計画」の策定以来、目標の達成に積

極的に取り組み、当初「中期経営計画」に掲げていた施策も順調に実行してまいりました。しか

し、米国タコニック社との日本での独占販売代理店契約が終了（平成 22 年 9 月 10 日発表の「米

国タコニック社の遺伝子改変マウス及び遺伝子改変ラット製品の日本での独占販売代理店契約終

了に関するお知らせ」参照）し、大幅な売上減が見込まれ、厳しい事業環境に追い込まれており

ます。 
 当社といたしましては、当初「中期経営計画」実現のため、平成 21 年３月期（当社、第 27 期）

より役員報酬・従業員の給与、賞与をカット及び経費削減を実行してまいりましたが、このよう

な事業環境の下、「中期経営計画の見直し」（平成 22 年 10 月 22 日発表の「中期経営計画の見直し

について」を参照）を策定いたしました。 
このたび、その一環として以下の合理化を実施することといたしました。 
 

２．合理化の内容 
（１）希望退職者の募集 

①募集人員   20 名程度／72 名中 
②募集対象者  平成 22 年 10 月末日現在在職の当社従業員 
③退職日    平成 22 年 12 月末日まで（業務都合により平成 23 年 3 月 31 日まで延長） 
④優遇措置   所定の退職金の他に特別退職一時金を支給する 

 
３．業績への影響 
 これに伴い、当社の人件費の削減を年間７千万円程度見込んでおります。 
 
４．今後の見通し 
 上記により平成 22 年 3 月期決算において、特別退職金として約 3 千万円を特別損失に計上する

見込みです。 
平成 22 年 10 月 22 日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」および「中期経

営計画の見直しについて」をご参照ください。 
以上 


